数学科学習指導案
1． 単元   「正の数・負の数」

2． 単元について
（１）単元観
小学校では正の数の範囲で、四則計算やその意味を学習してきている。中学校ではさらに、負の数へと数の範囲を広げ、数の意味や性質を学び、その上で四則計算をできるようにすることを目的としている。また正の数・負の数は以後の学習の基礎となるものである。それだけに、計算練習の量や時間を可能な限りとって、十分な習熟を測りたい。
本単元では、小学校で学んでいない負の数を学習する。それは中学生になって初めて体験するので、誰もが驚き、感動することだ。初めて体験すると言ったが、世界各国の気温がマイナスで表されていたり、遊園地のアトラクション等で負の数を実際に体験している生徒も少なからずいるはずだ。生徒は負の数を学習し、使用できることにより、使える数の範囲が広がり、数を使う機会が増え、数学に興味をもつだろう。（負の数）×（負の数）＝（正の数）というきまりについては（正の数）×（正の数）、（負の数）×（正の数）での考えをもとに規則性を見つけ出し、自然と自ら学べる授業になるようにしていきたい。
本授業は、除法の計算法則を学習する内容である。除法は乗法の逆算であるという考えを利用し、その計算規則に気づかせ、その上で乗法との共通性を強調し、確実に定着させたい。

（２）生徒の実態

今回授業するクラスは男子２０人、女子１３人のクラスである。授業には全員が真
剣に取り組んでいる。生徒が数学に対してどのくらい意識が高いのか、事前にアンケートを実施した。以下がその内容である。
「数学は好きですか、アンケート」
	好き（３０％）
	嫌い（２０％）
	どちらでもない（５０％）

	・計算が好き。
・数学は将来役に立ち興味を持って取り組める。
・先生、教えかた、勉強方法、課題の量に不満はない。

・事前に塾で勉強し簡単だから。
	・小学校時代に算数の勉強で苦手な箇所をやった時、嫌いになった。
・公式さえわかれば簡単だしそんなに楽しくない。

・答えがわからないと眠くなるから。
	・数学には、すきな部分と嫌いな部分があるから。
・計算するのが面倒くさいけど、文章題は好きだから。

・教えてもらい理解すると楽しいが、理解しないとつまらないから。


以上のように数学に対する関心は普通である。嫌いと答えた生徒の主な理由は、「問題が解けなくなり嫌いになった」等である。そこで、復習する機会を増やすことで基本の定着を確実にできる授業をつくっていきたいと考える。本時でも乗法の計算規則を復習し本題に入りたいと考えている。
３．単元のねらい
①　数の範囲を拡張し、正の数・負の数の意味を理解し、それを数直線上に表したり、数直線上に表された数を読みとったりすることができる。
②　互いに反対の性質をもつと考えられる量やある基準に量からの増減や過不足を、正の数・負の数を使って表すことができる。

3 絶対値の意味を理解し、不等号を使って２数の大小関係を表すことができる。

4 正の数・負の数の加法と減法の意味を理解し、その計算ができる。

5 計算法則を使って加法と減法の混じった式を手際よく計算できる。

6 正の数・負の数の乗法と除法の意味を理解し、その計算ができる。

7 逆数を使うと除法を乗法に直せることや、乗法の交換法則や結合法則を使って、乗除の混じった計算ができる。

8 指数をふくむ計算や四則をふくむ式の計算ができる。

４．指導計画（２４時間扱い　１６／２４）

（１）正の数・負の数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５時間

①  ０より小さい数････････････････････････････････２時間

②  正の数・負の数で量を表すこと････････････････２時間
③　絶対値と数の大小････････････････････････････１時間

　（２）正の数・負の数の計算・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７時間

①　正の数・負の数の加法、減法･･････････････････６時間
2 加法と減法の混じった計算････････････････････３時間
3 正の数・負の数の乗法、除法･･････････････････３時間（本時２／３）
④　逆数と乗法、除法････････････････････････････２時間

⑤　いろいろな計算･･････････････････････････････３時間

章末問題等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２時間
５．本時の指導

（１）目標

　　　①正の数・負の数の除法に進んで取り組もうとする。（関心・意欲・態度）

　　　②既習事項にもとづいて正の数・負の数の除法の計算を考え、その決まりを

導くことができる。　　　　　　　　　　　　　（数学的な見方や考え方）

　　　③簡単な正の数・負の数の除法の計算が手際よくできる。　　（表現・処理）
　　　④２数の除法の計算の決まりを、具体的な２つの数の計算をもとに説明できる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（知識・理解）
（２）展開
	過程
	学習活動と内容
	教師の支援◎
	資料
	評価◆

	既習事項の確認

問題提示

問題解決１

問題解決２

まとめ


	１、乗法の計算の決まりについて確認する。

正・負の数の除法の計算の決まりを考えよう。

３、同符号の除法の計算の決まりを確認する。

□×２＝６⇒６÷２＝３
（＋３）×（＋２）＝＋６⇒
（＋６）÷（＋２）＝＋３

（＋３）×（―２）＝―６⇒
（―６）÷（―２）＝＋３

４、確認のための練習を行う
（１）（＋２１）÷（＋３）

　　　＝
（２）（―２４）÷（―１２）　
　　　＝
５、異符号の除法の計算の決まりを確認する。

（―３）×（＋２）＝―６⇒
（―６）÷（＋２）＝―３

（―３）×（―２）＝＋６⇒
（＋６）÷（―２）＝―３

６、確認のための練習を行う

（１）（―３５）÷（＋７）

　　　＝
（２）（＋４２）÷（―６）　
　　　＝

７、正・負の数の除法の計算の決まりについてまとめを行う。

８、除法の計算法則の練習を行う。

９、次時の予告をする。
	◎符号と絶対値について確認する。
◎除法は乗法の逆算であることを具体的な問題により想起させる。
◎かけられる数・かける数・積の関係を除法と比較、確認し、除法は乗法をもとにして考えることを示唆する。
◎発表によって確認する。
◎商の符号・絶対値について確認する。

◎同様に除法は乗法をもとにして考えることを再度示唆する。
◎発表によって確認する。

◎商の符号・絶対値について確認する。
◎符号については乗法と全く同じであることを確認する。

	掲示物①
掲示物②
掲示物③
掲示物④

掲示物⑤

プリントNo.６①

プリントNo.６②
	・乗法の計算の決まりを理解しているか。
・意欲的に取り組んでいるか。

・乗法をもとにして除法を考えているか。

・同符号の計算の決まりが理解できているか。

・同符号の計算の決まりが理解できているか。

・正・負の数の除法の計算ができたか。

・意欲的に取り組んでいるか


（３）評価
①正の数・負の数の除法に進んで取り組もうとしたか。　　　（関心・意欲・態度）

　　②既習事項にもとづいて正の数・負の数の除法の計算を考え、その決まりを導くこ

とができたか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（数学的な見方や考え方）

　　③簡単な正の数・負の数の除法の計算が手際よくできたか。　　　　　（表現・処理）

　　④２数の除法の計算の決まりを、具体的な２つの数の計算をもとに説明できたか。
（知識・理解）
